






















Nanophotonics Center

Research Center for Theoretical Quantum Information 

Bio-Medical Informatics Research Center

センタ概 要

センタ概 要

センタ概 要

Overview

Overview

Overview

ナノフォトニクスセンタは、ナノフォトニクス技術を駆使して、様々な機

能をもつ光デバイスを大量・高密度に集積する大規模光集積技術 

の確立、および光情報処理の消費エネルギーの極限的な低減をめざ

す革新研究を行うために、2012年4月に設立されました。

フロンティア機能物性研究部フォトニックナノ構造研究グループのメン

バを中心に、物性科学基礎研究所および先端集積デバイス研究所

の中でナノフォトニクス研究に関わるメンバにより構成されています。

量 子 情 報 分 野の多 様なレイヤの理 論 研 究 者を結 集して学 際 的

協 業を促すことで、量 子 情 報 技 術に関する理 論 研 究のさらなる

強化をめざし、2023 年10月に前身の理論量子物理研究センタ

から改組されて当センタが生まれました。当センタは、情報化社会

の未 来 像を精 彩に描くことにより、ハードウェアからミドルウェア・

アプリケーションにいたる量子情報技術の羅針盤となることをめざ

しています。

N T T バイオメディカル 情 報 科 学 研 究センタは2019 年7月の 設

立以来、「 I C Tで医療の未来を創造する」をミッションに、一人ひ

とりに最適化された精緻な医療・ヘルスケア（プレシジョンメディシ

ン）の実 現を目ざし研 究 開 発を推 進しています。N T T の医 療 健

康ビジョン「バイオデジタルツインの実現 」をもとに、情報処理・デ

バイス・行動支援・バイオといった多様な専門性と、N T TがI C T

研究開発で培ってきた知見と情熱を結集し、人間に寄り添う医療

と心と身体の健 康による幸 福を、世 界の誰もが平 等に享 受でき

る社会の創造に貢献していきます。

ナノフォトニクスセンタ

理論量子情報研究センタ

バイオメディカル情報科学研究センタ

●量子情報を活用した暗号技術、耐量子計算機暗号
●量子計算アルゴリズム、量子通信プロトコル
●量子コンピュータアーキテクチャ、誤り耐性量子計算、量子中継技術
●量子情報処理の実現に資する理論物理

●心臓のバイオデジタルツイン構築と心疾患の機序解明
●心電計測や心不全の予測等を通じた心疾患患者の見守り
●食や仕事と健康の両立を目ざした生活習慣病マネジメント
●生体機能の解明を目ざしたオンチップ生体モデル

●フォトニック結晶、プラズモニクスによる極限的相互作用増強の探求
●ナノ光スイッチ、ナノレーザなど超小型・超低消費エネルギー光素子の追求
●ナノマテリアルとナノフォトニクスの結合による新しい光のプラットフォーム
●ナノフォトニクスを用いた光電融合演算技術

研 究テーマ

研 究テーマ

研 究テーマ
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N T Tフェロー

NTT Fellow

医学・情報科学研究統括

ナノフォトニクスセンタ プロジェクトマネージャ量子・ナノデバイス研究統括

Shingo Tsukada

塚 田 信 吾

Masaya Notomi

納 富 雅 也
Hiroshi Yamaguchi

山 口 浩 司

先端医療材料を用いた生体情報の取得・機構解析

フォトニックナノ構造による光波制御半導体ナノメカニクス

研究テーマ

研究テーマ研究テーマ

脳神経細胞の情報伝達に関する機構解明・活動制御の研究に従事、導電

性高分子・繊維複合素材を核にしたウェアラブル型・埋め込み型生体電極の

研究を行う。テンソル心電図TCGを考案。

2018年4月1日よりNTTフェロー。

人工ナノ構造による物質の光学物性制御およびデバイス応用の研究を

行う。量子細線、量子箱の研究を経て、現在フォトニック結晶の研究に従事。

2023年4月1日よりNTTフェロー。

微細加工技術により作製したナノ構造の持つ機械的特性、特に振動特性

を活用した新しいデバイス技術の研究に従事。

2022年3月22日よりNTTフェロー。

「フェロー」は、世界的に認められる卓越した

研究業績をあげている社員の中で、

象徴的な研究者に与えられる特別な役職です。

研究チームを率い、世界に影響を与える重要分野の

革新的な研究を推進していく使命を担っています。
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Distinguished Researcher

Associate Distinguished Researcher

上 席 特 別 研 究員

特 別 研 究員

准 特 別 研 究員

Senior Distinguished Researcher

Koji Muraki

村 木 康 二

Hideki Yamamoto

山 本 秀 樹

Norio Kumada

熊 田 倫 雄

Akira Fujiwara

藤 原 　 聡

Shiro Saito

齊 藤 志 郎

Hiroki Takesue

武 居 弘 樹

Yoshitaka Taniyasu

谷 保 芳 孝

低次元半導体構造の量子電子物性

薄膜合成法による新奇超伝導及び
磁性物質の創製と物性解明

2次元系における超高速電子ダイナミクス

半導体ナノ構造を用いた極限エレクトロニクス

超伝導量子回路を用いた量子情報技術の研究

光通信波長帯における量子通信実験
コヒーレントイジングマシン

グリーンイノベーションに向けた機能性材料の研究

研究テーマ

研究テーマ

研究テーマ

研究テーマ

研究テーマ

研究テーマ

研究テーマ

量子固体物性研究グループリーダ

量子科学イノベーション研究部長

低次元構造研究グループリーダ

Katsuhiko Nishiguchi

西 口 克 彦
Hajime Okamoto

岡 本  創

Motoki Asano

浅 野 元 紀
Katsumasa Yoshioka

吉 岡 克 将

Haruki Sanada

眞 田 治 樹
Yuki Wakabayashi

若 林 勇 希

Koji Azuma

東  浩 司

2025年12月31日時点
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学 術 論 文 掲 載 件 数と主な掲 載 先

Publication List

PHYSICAL REVIEW B (3.7) 5

5

5

5

4

4

4

3

3

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

APPLIED PHYSICS LETTERS (3.6)

PHYSICAL REVIEW A (2.9)

JAPANESE JOURNAL OF APPLIED PHYSICS (1.8)

PHYSICAL REVIEW LETTERS (9)

PHYSICAL REVIEW APPLIED (4.4)

JOURNAL OF APPLIED PHYSICS (2.5)

NANO LETTERS (9.1)

COMMUNICATIONS PHYSICS (5.8)

NATURE COMMUNICATIONS (15.7)

PHYSICAL REVIEW RESEARCH (4.19)

SCIENCE ADVANCES (12.5)

OPTICS EXPRESS (3.3)

2

SCIENCE (45.8)

ADVANCED MATERIALS (26.8)

NPJ COMPUTATIONAL MATERIALS (11.9)

PRX QUANTUM (11)

ADVANCED HEALTHCARE MATERIALS (9.6)

PROGRESS OF THEORETICAL AND

 EXPERIMENTAL PHYSICS (8.3)

1COMMUNICATIONS CHEMISTRY (6.2)

NPJ QUANTUM INFORMATION (8.3)

ADVANCED MATERIALS TECHNOLOGIES (6.2)

1 2 3 54

（　）内数字…インパクトファクター2024
2025年に掲載された学術論文の件数は、NTT物性科学基礎研究所全体で80件です。

（2024年掲載論文の平均IF  =  5 .58）
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国 際 会 議 発 表 件 数と主な発 表 先

16 9 件（うち招 待 講 演 5 5 件）
Number of Presentations

社 外 表 彰 受 賞 者 一 覧

Awards

特 許出 願 件 数

8 4 件
Patents

第46回 応用物理学会優秀論文賞

Cavity Optomechanical Mass Sensor in Water wi th Sub-femtogram Resolut ion 　浅野 元紀、山口 浩司、岡本 創

第57回 応用物理学会講演奨励賞

Long- l ived val ley-polar izat ion in Suspended WSe2 Monolayers Stra ined by Elect rostat ic Pressure 　Mariani Giacomo

令和7年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰　若手科学者賞

機能性薄膜の自己組織化に基づく生命動態の解析と制御の研究 　手島 哲彦

Outstanding Research Award from Lab on a Chip

Biomorphic On-Chip Hydrogel Device Capable of Actuat ion in Cel l Cul ture Condi t ions 　高橋 陸、檜森 匠吾、田中 あや

µmTCF-2025　Invited Talk Delegates Felicitation Award

Temperature Dependent Ul t rafast Edge Photocurrent in WTe₂ Probed by On-chip THz Spectroscopy 　Subhashr i Chatter jee

2025 Applied Physics Letters Rising Star Collection

Self -catalyzed Vapor- l iquid-sol id Growth of GaS　Nanobel t for Nano-optoelect ronic Appl icat ions 　遠藤 由大

Conference on Lasers and Electro-Optics 2025（CLEO 2025）� 8

SPIE Photonics West 2025� 7

2025 IEEE Photonics Conference (IPC 2025)� 7

Joint March Meeting and April Meeting: Global Physics Summit 2025� 6

The 38th International Microprocesses and Nanotechnology Conference (MNC 2025)� 6

The 16th International Conference on Recent Progress in Graphene and 2D Materials Research (RPGR 2025)� 5

International Symposium on Topological Wave Science 2025� 5

Frontiers of Nanomechanical Systems 2025（FNS2025）� 4

The 26th International Conference on Electronic Properties of 2D Systems & the 22nd International Conference on Modulated Semiconductor Structures� 4

31st International Workshop on Oxide Electronics (IWOE 31)� 4

2025 Photonics and Electromagnetics Research Symposium� 4

国際会議名 件数
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報 道 一 覧

Media Report List

2025年1⽉9⽇

2025年1⽉28⽇

2025年2⽉17⽇

2025年2⽉24⽇

2025年2⽉28⽇

2025年2⽉28⽇

2025年3⽉11⽇

2025年5⽉22⽇

2025年5⽉26⽇

2025年7⽉27⽇

2025年7⽉31⽇

2025年8⽉4⽇

2025年9⽉22⽇

2025年9⽉24⽇

2025年9⽉26⽇

2025年9⽉28⽇

2025年10⽉3⽇

2025年12⽉15⽇

2025年12⽉15⽇

2025年12⽉19⽇

電⼦デバイス産業新聞（半導体産業新聞）
⽇本経済(16⾯)
電経(4⾯)
通信興業(1⾯)
⽇刊⼯業(13⾯)
科学(1⾯)
⽇本経済(15⾯)
電波新聞(3⾯)
電経新聞(4⾯)
⽇本経済新聞(26⾯)
⽇刊⼯業新聞
電経新聞(3⾯)
電経新聞
電波新聞
⽇刊⼯業新聞(27⾯)
⽇本経済新聞
科学新聞(1⾯)
化学⼯業⽇報(5⾯)
電経新聞(3⾯)
科学新聞(1⾯)

新聞 NTTと東京⼤学 AIN系SBD電流機構を解明

次世代材料の窒化アルミニウム パワー半導体を省エネに 東⼤とNTTが素⼦

光の負の屈折現象を理論的に明らかに NTT 量⼦情報処理技術の⾰新に期待 英ランカスター⼤学と協調し発⾒

NTTとランカスター⼤学 光の負の屈折が可能に 格⼦状に並ぶ原⼦により

IOWN国際団体5周年 事例創出、社会⾰新⽬指す 万能量⼦計算機実現の可能性

光の「負」の屈折が原⼦格⼦で可能に メタマテリアルに代わる新技術基盤 NTTと英ランカスター⼤ 光学迷彩やスーパーレンズ実現期待

光の屈折を逆にする材料構造（ＦｒｏｍＡｃａｄｅｍｉａ）

NTTが理論実証 融合ゲート成功率、⼤幅向上 「量⼦ディット」活用で実現 従来の理論限界上回る新⽅式

新たな光量⼦操作を提案 量⼦操作の成功率が従来より向上 ⾧距離での量⼦通信の早期実現に弾み NTT

「脳の一部再現」研究熱く 省エネ計算機・認知症薬めざす

機能性酸化物に新電⼦状態 東⼤など発⾒ 酸素原⼦の相関⽰唆

機能性酸化物を用いた素⼦設計に光明 ⽇本原⼦⼒研究開発機構らと共同で世界初 NTTと東⼤

脳を模した次世代情報技術 振動⼦間の同期を光でリアルタイム制御 ＮＴＴ

微小振動⼦間の同期、光制御 NTTが世界初 次世代情報処理技術へ期待

機械振動⼦ 光で同期 NTT 分類問題向け素⼦実現

「１秒」の⾧さ再定義へ ⽇本の原⼦時計、「基準」候補に

光で微小振動⼦間の同期を制御 脳を模した情報技術実現期待 NTTが世界で初めて実証

ＮＴＴ 窒化アルミ系トランジスタ ミリ波帯増幅に成功

ＮＴＴ 高周波信号の増幅を実現 Ａ１Ｎ系トランジスタで世界初

ポスト5Gインフラ発展へ前進 AlN系高周波トランジスタ 世界初NTTが動作成功

2025年2⽉号

2025年4⽉10⽇

2025年4⽉10⽇

⽇経エレクトロニクス(P.74～P.79)
OPTRONICS
OPTRONICS

雑誌 NTTなどが光電融合ならぬ「⾳電融合」無線アナログ回路が超小型化

光演算技術におけるシリコンフォトニクス 光行列演算器の立ち位置

神経細胞の発火ダイナミクスを模擬する光スパイキングニューラルネットワーク

2025年1⽉27⽇

2025年2⽉13⽇

2025年2⽉13⽇

2025年2⽉14⽇

2025年2⽉18⽇

2025年2⽉27⽇

2025年3⽉3⽇

2025年4⽉23⽇

2025年5⽉14⽇

2025年5⽉14⽇

2025年5⽉14⽇

2025年5⽉21⽇

2025年5⽉21⽇

2025年5⽉21⽇

2025年5⽉22⽇

2025年5⽉22⽇

2025年5⽉26⽇

2025年7⽉30⽇

2025年7⽉30⽇

2025年7⽉30⽇

2025年8⽉1⽇

2025年8⽉5⽇

2025年9⽉19⽇

2025年9⽉19⽇

2025年9⽉19⽇

2025年9⽉22⽇

2025年9⽉22⽇

2025年9⽉24⽇

2025年10⽉1⽇

2025年10⽉2⽇

2025年10⽉3⽇

2025年10⽉3⽇

2025年10⽉15⽇

2025年12⽉9⽇

2025年12⽉9⽇

2025年12⽉9⽇

2025年12⽉9⽇

2025年12⽉9⽇

2025年12⽉9⽇

2025年12⽉10⽇

2025年12⽉10⽇

2025年12⽉11⽇

2025年12⽉12⽇

2025年12⽉12⽇

2025年12⽉15⽇

2025年12⽉15⽇

⽇本経済
Impress Watch
ケータイWatch(Impress)
OPTRONICS
マイナビニュース
Laser Focus World Japan
⽇本経済
NFT-TIMES
⽇本経済新聞
Digital PR Platform
BtoBプラットフォーム 業界チャネル
Digital PR Platform
⽇本経済新聞
QuantumWire
DEMPA DIGITAL
株式会社 ⽇本インタビュ新聞社
@DIME
⽇本経済新聞
Digital PR Platform
Tii技術情報
MONOist(Itmedia)
EETimes(Itmedia)
⽇本経済新聞
Digital PR Platform
⽇経xTECH
OPTRONICS
株式会社 ⽇本インタビュ新聞社
DEMPA DIGITAL
Optinews
Tii技術情報
Laser Focus World Japan
マイナビニュース
環境新聞オンライン
Digital PR Platform
EETimes(Itmedia)
⽇本経済新聞
⽇経xTECH ACTIVE
DEMPA DIGITAL
CTIMES
COMPOUND SEMICONDUCTOR
WebWire
European Commission
INTERNET Watch
NOVAIST
PC Watch
Secmicondactor Today

Web 電⼒損失減、東⼤とNTTが新半導体 EV・再エネ普及へ

NTT、"光学迷彩"を可能にする「光の負の屈折」実現へ

NTTと英⼤学、光の負の屈折を原⼦格⼦で実現 光学迷彩やスーパーレンズの開発に導く新たなアプローチに

NTTら、格⼦状に配した原⼦が負の屈折を⽰すと発⾒

光学迷彩やスーパーレンズを可能にする「光の負の屈折」NTTらが理論発⾒

光の「負」の屈折が格⼦状に並ぶ原⼦によって可能に

NTTと英⼤学、「逆⽅向」に光を屈折 新規の材料構造

東京理科⼤学と岡山⼤学などが協⼒し薄膜生成の謎を解明

東⼤とNTTなど、ワイル半金属と呼ばれる特殊な磁石の薄膜に電流を流すだけでその磁化の向きを反転させることに成功

酸素原⼦のわずかな「ズレ」で磁石を反転――強磁性ワイル酸化物「単層」における高効率磁化反転で低消費電⼒磁気メモリへ道を拓く

酸素原⼦のわずかな「ズレ」で磁石を反転―強磁性ワイル酸化物「単層」における高効率磁化反転で低消費電⼒磁気メモリへ道を拓く―NTT

量⼦ビットを高次元化した「量⼦ディット」により光量⼦操作の理論限界を突破 ～高速⾧距離量⼦通信の早期実現に新たな道筋～

NTT、量⼦ビットを高次元化した「量⼦ディット」により融合ゲートの成功率が⼤幅に改善できること を理論的に発⾒

Breaking the Theoretical Limit of Photonic Quantum Operation With High- Dimensional “Quantum Dits”

融合ゲート成功率、⼤幅向上 NTTが理論実証 「量⼦ディット」活用で実現

NTT、「量⼦ディット」で光量⼦通信の限界突破、量⼦ビットの高次元化で通信容量が従来比10倍の可能性

NTTが量⼦ビットを高次元化した「量⼦ディット」により光量⼦操作の理論限界を突破、高速⾧距離量⼦通信の早期実現につながるか

東⼤とNTT、原⼦⼒機構と共同で機能性酸化物の新しい電⼦状態を発⾒

世界初、機能性酸化物の新しい電⼦状態を発⾒ ―未来の高機能エレクトロニクス材料開発の糸口—

世界初、機能性酸化物の新しい電⼦状態を発⾒～未来の高機能エレクトロニクス材料開発の糸口～

ポイントは酸素だった! 機能性酸化物で新概念発⾒、新原理の量⼦デバイスも期待

遷移金属と酸素が異なる電⼦状態 東京⼤ら、機能性酸化物の「新しい電⼦状態」を発⾒

NTT、微小な振動⼦間の同期を光でリアルタイム制御することに成功

世界初、微小な振動⼦間の同期を光でリアルタイム制御することに成功 ～脳の仕組みを模した次世代情報技術の実現へ～

NTT、微小な振動⼦間の同期を光でリアルタイム制御することに成功

NTT，微小な振動⼦間の同期を光でリアルタイム制御

NTT、光で微小振動⼦の同期を世界初制御、脳模倣技術で次世代情報処理に道

NTTが世界初、微小振動⼦間の同期、光制御 次世代情報処理技術へ期待

（レーザー関連）NTT株式会社／世界初、微小な振動⼦間の同期を光でリアルタイム制御することに成功

電⼦デバイスの廃熱から高効率に熱電変換する技術を開発～「朝永ラッティンジャー液体」の活用で実現～

NTT、微小な振動⼦間の同期を光でリアルタイム制御することに成功

科学⼤、エネルギーハーベスティングで熱⼒学的な上限を超える熱効率を実現

東京科⼤ら 新たな環境発電技術を開発 熱⼒学効率の上限超えも

世界初、ポスト5Gに向けたAlN系高周波トランジスタの動作に成功 ～次世代半導体AlNの応用領域を電⼒変換から無線通信へ拡⼤～

ポスト5Gに期待! 「世界初」AlN系高周波トランジスタの動作に成功、NTT

NTT、ポスト5Gに向けたAlN系高周波トランジスタの動作に成功

NTT、ポスト5Gに向けたAlN系高周波トランジスタの動作に成功

世界初、AlN系高周波トランジスタを実証 NTT、ポスト5Gで無線通信応用に道筋

NTTによるAlN高周波トランジスタの開発は、通信および電⼒半導体産業を一変させると期待されています

NTTがAlNベースのmm波トランジスタを開発しました

世界初の5G以降通信用のAlNベースの高周波トランジスタ 電⼒変換から無線通信へのAlNの応用分野の拡⼤

Japan: NTT demonstrates world’s first aluminium nitride-based millimetre-wave transistor for post-5G

世界初、窒化アルミニウム（AlN）を採用した「AlN系高周波トランジスタ」による高周波増幅にNTTが成功、ポスト5Gでの活用に期待

NTT、AlN系半導体で世界初実証 ポスト5G高周波増幅に道

福田昭のセミコン業界最前線 8層の3次元DRAMセルや2,000万fpsの超高速CISなど、IEDMで⽇本の研究成果を誇⽰

NTTはAlGaNトランジスタのAl含有量が0.75を超える初のRF動作を報告しています

媒体名掲載日 記事タイトル
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NTT株式会社 物性科学基礎研究所
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